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研究成果の概要（和文）：福島原発事故後の小児・若年者に対して行われている甲状腺検査に関する調査研究に
より、①甲状腺検査が対象者や住民のメンタルヘルスに負の影響をもたらすこと、②小児・若年者でも甲状腺癌
の過剰診断が生じること、③過剰診断の不利益を知らされずに検査を受診していることが明らかとなり、検査の
倫理的課題が浮き彫りになった。本研究によって得られた知見をもとに、①検査をオプトイン方式とし任意の受
診とすること、②検査の関する情報提供、特に過剰診断の不利益について十分な説明を行うこと、③過剰診断を
抑制するために、基準を含めた検査の方法を見直すことなどを提案した。

研究成果の概要（英文）：This study regarding thyroid examinations conducted among children and young
 people after the Fukushima nuclear power plant accident revealed that thyroid examinations have a 
negative impact on the mental health of the subjects and residents, that overdiagnosis of thyroid 
cancer occurs even among children and young people, and that people undergo examinations without 
knowing of the harms of overdiagnosis. These findings highlight the ethical issues involved in the 
thyroid examination. Based on the findings of this study, we proposed the following: (1) the 
examination should be done on an opt-in basis and be voluntary, (2) information about the 
examination should be provided, sufficient explanation of the harms of overdiagnosis, and (3) the 
method of examination, including the criteria, should be reviewed to curb overdiagnosis.

研究分野： 内科学　内分泌代謝学　リスクならびにスクリーニングコミュニケーション

キーワード： 過剰診断　甲状腺癌　スクリーニング　放射線災害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は原発事故と言う災害下で現在進行形でおこなわれている調査・研究が、住民にどのような影響を与えて
いるかを多面的に解析し、負の影響があることや調査・研究のあり方に倫理的課題があることを指摘し、さらに
甲状腺検査のよりよい方法論を提案したことに大きな社会的意義がある。さらに成人では甲状腺癌スクリーニン
グが過剰診断をもたらすことに加え、小児や若年者においても同様の現象が生じることを、その自然史とともに
報告したことに学術的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 近年の診断技術の向上により甲状腺癌罹患率の上昇は全世界的な傾向ではあるが、進行が緩
徐で予後良好な甲状腺癌に対して超音波診断装置を用いた大規模な甲状腺スクリーニングを行
うことは推奨されていない。韓国おいては甲状腺癌超音波スクリーニングががん検診に加えら
れた後、甲状腺癌の罹患率は著しく増加し、スクリーニングによる過剰診断や過剰治療への警鐘
が鳴らされている（N Eng J Med 371:1765-1767,2014. Lancet 384:1848, 2014）。一方、チェル
ノブイリ原発事故では、事故当時の小児に甲状腺癌の発症が増加したことが知られており、福島
第一原子力発電所事故後も、甲状腺癌は最も懸念される健康被害であると考えられた。そのため
社会的注目度の高い中、スクリーニングの問題点や方法論を十分に議論する時間的猶予のない
まま、診療上の甲状腺超音波診断基準に準拠して、甲状腺検査が開始された。 
福島市が 2014 年 5 月に行った放射能に関する市民意識調査（n=3500）では、放射線被ばく

による自分の健康への影響は 7 割が不安と答え、特に家族への健康影響は、8 割が不安と述べて
いた（福島市「第 2 回 放射能に関する市民意識調査」）。甲状腺検査の受診率が、一般的な住民
健診の受診率と比較し、1 回目が 81.7％と高率（同じ県民健康調査の健康診査の受診率は 31％）
なことは、放射線災害下の子供への健康不安を反映していると思われる。今回の甲状腺検査は、
精度の高い装置を用いていることもあり、ある程度予想されていたとはいえ、高い有所見率（微
小な嚢胞や結節を有する判定が１回目の検査では 47.8％）や、スクリーニングを行わない時と
比べ、甲状腺癌と診断される人が高頻度となる（Fukushima J Med Sci 60:196-202, 2014.）。対
象者や保護者は個別の検査結果に対する不安に加え、全体の調査結果が提示されること、さらに
は報道の修飾も受け、社会不安にさらされている。これまでも癌や遺伝性疾患のスクリーニング
検査はメンタルヘルスに影響を及ぼすことが知られていた（J Jap Soc Child Health Nurs 10: 
38-45, 2001.）しかし、甲状腺癌を小児～若年者で早期発見することは、極めて予後のよい疾患
であることもあり、過剰診断の議論はあっても、メンタルヘルスに与える影響については考慮さ
れてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 東日本大震災と原発事故は、住民のメンタルヘルスに大きな影響をもたらしている。特に原子
力災害は精神健康影響が他の災害に比し大きいことも報告されてきた。一方、原発事故当初の放
射性ヨウ素の飛散により、健康影響調査と見守りの観点より福島県では震災当時胎児～１８歳
以下の子どもを対象とした甲状腺超音波検査が行われている。甲状腺癌の大規模なスクリーニ
ングは前例が乏しく、自然経過が不明のため方法論が確立していない。しかしスクリーニングの
結果は、本人および保護者に、放射線災害であることも相まって、心身面に重大かつ複雑な影響
を与える。よって本研究では、健診の功罪をメンタルヘルスに着目し、その要因を解析すること
により、今後の甲状腺スクリーニングのよりよい方法論を探索することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
（１）甲状腺検査がもたらす住民のメンタルヘルスに与える影響 
 甲状腺検査に関する住民説明会（保護者・一般住民対象）、出前授業（甲状腺検査対象者）、お
よび甲状腺検査結果説明ブースにアンケート調査の結果を解析することで、甲状腺検査に関す
る理解度と放射線の健康リスク認知、説明の効果、検査結果がもたらす影響などの関連を調査・
解析した。 
（２）小児・若年者における甲状腺癌の自然史に関する研究 
 甲状腺検査で診断された小児・若年者における甲状腺癌の大きさを検討し、その成長パターン
のモデル解析を行った。 
（３）甲状腺癌の過剰診断の理解と受診の意思決定  
甲状腺検査受診の意思決定に関わる要因について、住民説明会、検査結果説明ブース、放射線

リスク科学教育等の中で行ったアンケート調査等の結果をもとに解析した。さらに過剰診断の
不利益の理解や検査のオプトアウト方式がもたらす、検査受診の意思決定との関連を検査の対
象者とコントロールグループへの無作為抽出アンケートにより解析した。 
 
４．研究成果 
（１）甲状腺検査がもたらす住民のメンタルヘルスに与える影響 
甲状腺検査は福島第一原子力発電所事故による放射線被ばくの健康影響に対する懸念から開始
された、福島県民健康調査の一つである。子どもたちの健康を長期に見守ることを謳って開始さ
れたが、実際に行われているのは小児・若年成人に対する甲状腺超音波を使用した甲状腺癌スク
リーニングである。検査開始時には住民の放射線健康リスク認知は非常に高く、本研究において
も、甲状腺検査受診と放射線リスク認知の関連が認められた。一方で、甲状腺検査の結果は、そ
れが病的意義の乏しい所見であっても、住民に新たな不安をもたらすことが明らかとなった。さ
らにスクリーニングの影響により生じた甲状腺癌の多発見は、放射線との因果を想起させるた
め、必ずしも安心につながらず、放射線健康リスク認知を高めたり、セルフスティグマも含めた
不安を高めたりする負の効果が大きいことが明らかになった。これは個人のレベルでも生じる
が、社会全体の不安へとつながることが示唆された。さらに、検査結果の個別の説明や住民説明
会・出前授業等の啓発活動は、不安を軽減する方法として有用であることが示されたが、一方で、



甲状腺検査を受診する前の情報提供の不十分さが明らかとなり、また検査実施の方法（検査がオ
プトアウト方式に近い方法で行われていること）が受診率に影響している可能性も示唆された。 
（２）小児・若年者における甲状腺癌の自然史に関する研究  
本研究の実施中に、世界各国で甲状腺癌の過剰診断の問題が議論となり、成人の無症状者への

超音波を使用した甲状腺癌スクリーニングは非推奨とする報告が出された。また福島原発事故
による放射線被ばくの状況は甲状腺癌罹患を増加させるほどではないにも関わらず、甲状腺検
査による若年者の甲状腺癌の多発見が明らかとなってきた。当初は甲状腺スクリーニングとメ
ンタルヘルスの関連を検討するために、甲状腺機能の測定を予定していたが、むしろ小児・若年
者の甲状腺癌の自然史と過剰診断の関連を解析することが重要と考えられた。甲状腺検査で診
断された小児・若年者の無症状の甲状腺癌は、小さいものほどその成長速度が速く、一定の増大
の後に増殖停止となる成長パターンを取ることが示唆された（図１）。この結果から、小児・若
年者においても甲状腺癌スクリーニングは過剰診断を引き起こすことが支持された。 
 

 
 
図１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）甲状腺癌の過剰診断の理解と受診の意思決定 
 甲状腺検査の受診者やその保護者、一般住民は甲状腺癌スクリーニングが過剰診断を引き起
こすリスクや、過剰診断の経験がもたらす不利益をほとんど知らないことが明らかとなった。特
に検査の対象者とその家族は、多くの人が甲状腺検査をメリットが多い検査と捉えており、過剰
診断の存在を知ることにより、デメリットが存在することを認識することが分かった。福島原発
事故の放射線被ばくの状況が科学的に明らかになるにつれて、甲状腺検査の受診の意思決定は、
放射線の健康リスク認知ではなく、検査の受診は検査がオプトアウト方式に近い形で行われて
いることによる影響が大きいことが明らかとなった（図２）。 
  
図２ 甲状腺検査受診の意思決定プロセス 

 
 
以上より、福島原発事故後の小児・若年者に対して行われている甲状腺検査は、メンタルヘル

スに負の影響をもたらすこと、小児・若年者でも甲状腺癌の過剰診断が生じること、過剰診断の
不利益を知らされずに検査を受診していることが明らかとなり、検査の倫理的課題が浮き彫り
になった。本研究の目的である「今後の甲状腺スクリーニングのよりよい方法論を探索する」た
めに、重要な研究結果が得られ、①検査をオプトイン方式とし任意の受診とすること、②検査の
関する情報提供、特に過剰診断の不利益について十分な説明を行うこと、③過剰診断を抑制する
ために、検査が推奨されないことを示すだけでなく、不利益を説明されても検査を希望される方
がいる場合を考え、基準を含めた検査の方法を見直すことなどを論文ならびに著書にて提案し
た。 
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スクリーニング時点からの時間経過（年） 
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